
問 

長
寿
介
護
課

　

 

（
２
５
）
８
０
２
９

問 障がい福祉課
　 （２５）８５１６

▼人としての尊厳の尊重
▼障がいのある人の
　意思決定に配慮した生活の質の向上
▼障がいのある人もない人も
　みんなで参加する住みよい地域社会づくり

【主な基本目標】

【基本理念】

【
基
本
理
念
】

　
共
に
暮
ら
し
　
共
に
支
え
る

　
長
寿
た
か
し
ま

基
本
目
標
１

地
域
で
支
え
る
生
き
が
い
づ
く
り

高
齢
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
多
様
な
生
活
支
援
の
充
実
、
社

会
参
加
と
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
、
介
護
予
防
や
重

度
化
防
止
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
２

暮
ら
し
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で
、
地
域
住

民
の
困
り
ご
と
を
地
域
全
体
で
受
け
止

め
、
住
民
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど

の
専
門
職
が
連
携
し
、
地
域
住
民
へ
の

き
め
細
や
か
な
充
実
し
た
支
援
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標
３

笑
顔
で
支
え
る
認
知
症

認
知
症
の
方
や
家
族
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認

知
症
の
正
し
い
理
解
や
認
知
症
の
方
を

地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

基
本
目
標
４

安
心
安
全
を
支
え
る
生
活
環
境
づ
く
り

災
害
時
に
お
い
て
支
援
が
必
要
に
な

る
高
齢
者
に
対
し
て
、
地
域
全
体
で
避

難
支
援
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
や
感
染

症
対
策
を
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
５

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に

提
供
す
る
た
め
、
給
付
の
適
正
化
に
取

り
組
み
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

的
な
提
供
の
た
め
、
介
護
職
員
や
専
門

職
の
確
保
・
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
保
険
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す

介
護
保
険
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す

介
護
保
険
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合

介
護
保
険
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合

う
」
仕
組
み
の
も
と
、
老
後
の
安
心
を

う
」
仕
組
み
の
も
と
、
老
後
の
安
心
を

お
届
け
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。
介
護

お
届
け
す
る
大
切
な
制
度
で
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
の
増
加
に
と
も

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
の
増
加
に
と
も

な
い
保
険
給
付
費
が
増
加
し
て
い
ま

な
い
保
険
給
付
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
計
画
の
中
で
は
、
３
年
間
に
必
要

す
。
計
画
の
中
で
は
、
３
年
間
に
必
要

な
保
険
給
付
費
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ

な
保
険
給
付
費
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ

の
財
源
は
、
介
護
保
険
料
と
公
費
で
半

の
財
源
は
、
介
護
保
険
料
と
公
費
で
半

分
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

分
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

◎
介
護
保
険
料
は
据
え
置
い
て
い
ま
す

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ

た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
段
階
的
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

第
８
期
の
介
護
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
介
護
給
付
基
金
を
活

用
し
て
、
第
７
期
と
同
額
に
据
え
置
い
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
４
月
に
送
付
し
て
い
る
「
令
和

３
年
度
介
護
保
険
料
額
通
知
書
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

これらの基本目標を達成するため、障がい福
祉計画・障がい児福祉計画（令和３年度〜令和
５年度）において数値目標等を設定しています。

この計画に基づき、障がいの有無にかかわら
ずすべての市民が共に生き、自立した地域生活、
社会生活を営むことができる共生社会の実現に
努めます。

〜総合支援体制・情報提供の充実〜

地域の相談支援の拠点としての役割を担う
相談支援センターで、ワンストップで気軽に
相談できる総合的な相談業務を行います。

また、自立支援協議会の機能を充実し、地
域課題への対応を図ります。

〜療育・教育の推進〜

医療的ケアが必要な児童が安心してサービ
スを利用できるよう体制整備を検討します。

〜安全・安心の確保〜

避難行動要支援者となる障がいのある人に
ついて、実効性のある災害時個別計画を作成
し、この計画に基づいて避難ができる体制づ
くりを推進します。

第
８
期
計
画
（
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
）
で
は
、
介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
充
実
・

推
進
、
認
知
症
施
策
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
、
介
護
人

材
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化

し
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
５
つ
の
基

本
目
標
の
も
と
、
高
齢
者
に
対
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

介護保険の財源
（利用者負担は除く）

「高島市障がい者計画・障がい
福祉計画（第６期）・障がい児
福祉計画（第２期）」を策定し
ました

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

「通いの場」とは、地域を拠点とし
て高齢者の孤立や閉じこもりの防止、
介護予防や健康づくりを目的に住民主
体で運営する交流の場です。

高齢者の介護予防事業として、高齢
者が人とふれあう場や気軽に話せる場
として、通いの場の推進に助成し、地
域のコミュニティサロンの活性化に向
けて支援を行います。

▼助成の対象
　「通いの場」の会場経費
　（会場借用料・光熱水費・保険料など）
▼助成費用
　補助率 10 分の 10
　１団体当たり年 12 万円を限度
※助成の条件など詳しくは、お問い合わ

せください。

問 地域包括支援課
　 （２５）８１５０

ますます元気にますます元気に
高齢者「通いの場」高齢者「通いの場」
助成事業助成事業
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問 

高
島
市
訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

（
３
６
）
８
１
１
１

問 総合戦略課　 （２５）８１１４

訪問看護とは？
病気や障がいでご自宅で療養生活を送られて

いる要介護の方や、治療・医療機器の使用が必
要な方のご自宅へ看護師が訪問し暮らしをサ
ポートするサービスです。

訪問看護サービスをご利用いただくには、契
約が必要となります。また、利用料金は介護保
険・医療保険の適用が受けられます。まずは、
お気軽にお電話ください。

ウイルス等による感染予防対策は
徹底して行っています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
負
け
ず
、
真
心
込
め
た
看
護
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
日
々
笑
顔
で
訪
問
に
伺
い
ま
す
。

問 子育て支援課　 （２５）８１３６

〇利用できる子ども
生後６か月から小学校３年生までの子ども

※市外在住の方も、保護者が市内で勤務されて
いる場合はご利用いただけます。

〇保育場所
　高島市民病院　健診棟
　病児保育室「おひさま」

〇利用時間
　月曜日〜金曜日
　８時〜 18 時 30 分

（土曜・日曜・祝日・年末年始は利用できません。）

〇利用料（１人１日につき）
　▼市内在住者　２，０００円
　　　　　　　　※在園児等減免措置あり
　▼市外在住者　４，０００円

要
チ
ェ
ッ
ク
！

ご利用には事前登録が必要で

す。申請用紙などは、市のホ

ームページ、病児保育室おひ

さま、子育て支援

課、各支所にあり

ます。

【病児保育室とは】
　子どもが病気の時、保護者が仕事などの都合
で家庭で保育することが困難な場合に、病児保
育室で子どもを一時的に保育するものです。
　専任の看護師や保育士が
保育しますので、安心して
ご利用いただけます。

【
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
と
は

　
寄
付
受
付
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
て
行
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ

（
引
用 

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

▼
寄
付
の
方
法

（
１
）
ふ
る
さ
と
納
税
大
手
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
た
か
し

ま
学
生
エ
ー
ル
便
」
で
検
索　
　

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
、Am

azonPay

、
楽

天Pay

、
ｄ
払
い
な
ど
の
電
子
決
済

が
可
能
で
す
。　

　

https://w
w

w
.

furusato-tax.jp/
gcf/1220　

　
　
　

（
２
）
市
役
所 

総
合
戦
略
課
の
窓
口
で

も
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
寄
付
は
、
自
治
体
へ
の
寄
付
「
ふ
る

さ
と
納
税
」の
扱
い
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
方
、
市
外
の
方
と

も
返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
寄
付
の
使
途

「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
活
用
し
ま
す
。

▼
目
標
寄
付
金
額　

１
０
０
万
円

※
目
標
達
成
後
も
受
付
期
限
ま
で
寄
付

は
受
け
付
け
ま
す
。

あなたに代わって保育しますあなたに代わって保育します!!
病児保育室「おひさま」からのご案内病児保育室「おひさま」からのご案内

▼
寄
付
の
受
付
期
限

　
　

７
月
28
日（
水
）

▼
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お
願
い

寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、

学
生
へ
の
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
サ
イ
ト
で
の
寄
付
申
込
時
や
、

窓
口
で
の
寄
付
の
際
に
ご
入
力
・
ご
記

入
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が

不
安
を
抱
え
る
学
生
の
励
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

市
の
「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
適

宜
掲
載
し
ま
す
。

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
や
移
動

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
や
移
動

を
自
粛
し
、
学
生
生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
自
粛
し
、
学
生
生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
、
高
島
市
出
身

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
、
高
島
市
出
身

で
市
外
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
す
る
学
生

で
市
外
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
す
る
学
生

の
皆
さ
ん
に
、
心
細
さ
や
日
々
の
不
安

の
皆
さ
ん
に
、
心
細
さ
や
日
々
の
不
安

を
少
し
で
も
解
消
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

を
少
し
で
も
解
消
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
、
高
島
市
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

と
、
高
島
市
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
」
を
お

た
「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

届
け
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
官
民

現
在
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
官
民

連
携
で
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

連
携
で
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

ト
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
学
生
に
皆

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
学
生
に
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
・
エ
ー
ル
を
お

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
・
エ
ー
ル
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

訪問看護サービスって、なに？
夢に向かってが

んばる高島市出
身の学生にエー

ルを！

夢に向かってが
んばる高島市出

身の学生にエー
ルを！

「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
」

「
た
か
し
ま
学
生
エ
ー
ル
便
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

2021. ６月号13 2021. ６月号 12

お知らせ拡大版



４月 18 日（日）に、湖西自動車教習所の協力
を得て、緊急車両の事故防止と運転技術の向上を
目的とした操縦訓練を実施しました。

訓練参加者は、経験豊富な先輩から運転時の注
意やアドバイスをもらい、車を走らせました。

今後も、運転技術の向上に努めるとともに、緊
急車両の安全運転を心がけていきます。（警防課）

３月 25 日（木）から 28 日（日）に、石川県の
金沢市総合体育館で行われた、第 36 回全国高等学
校ウエイトリフティング競技選抜大会で、次の方々
が健闘されました。（市民スポーツ課）

４月９日（金）に、公益財団法人滋賀県市町村振
興協会が主催する第９回おうみ社会貢献賞を受賞さ
れた「大師山ボランティアサークル」が、市役所を
訪問し市長に受賞報告をされました。

この賞は、まちの活性化に寄与することを目的に、
地域に密着した社会貢献活動に地道に取り組んでい
る民間の団体や個人に対して授与されます。

受賞された団体の益々のご活躍が期待されます。
（市民協働課）

４月２日（金）に、高島市消防本部で新規消防
団員の入団式を開催しました。新規入団者は 13
人で、式典では高島市消防団長から新規入団者に
辞令の交付が行われました。

新規入団者は、これから厳しい訓練を受け、地
域の皆さんの安全を守っていただくことに期待し
ています。（消防総務課）

南深清水地域は、農山村の活性化を目的として滋
賀県が実施している「やまの健康」推進プロジェク
トのモデル地域に選定され、住み続けられる地域づ
くりを目指して活動しています。

県内では柿の産地として知られていますが、高齢
化や後継者不足による耕作放棄地の対策としてオリ
ーブの栽培を始めました。

今後は、柿やオリーブの商品化などを進め、地域
の魅力を発信しながら、「極上の癒し空間」を提供
できる地域を目指します。（農業政策課）

令和２年度消防功労者消防庁長官表彰の受章者
が発表され、高島市消防団から、八木 高夫副団
長（安曇川）が永年勤続功労章を受章されました。

八木副団長は 43 年という永い期間にわたり消
防団員として勤務され、その成績が優秀であり、
他の模範と認められた点が高く評価されました。

高島市消防団はこれからも、地域防災力の要と
して市民の皆さんの役に立てる活動を実施してい
きます。（消防総務課）

階級 氏名 結果 学校
男子 55㎏級 深見　健 ２位 安曇川高校
女子 55㎏級 堤　茉央 ３位 安曇川高校
男子 73㎏級 下坂　尚也 ー 安曇川高校

深見　健深見　健さんさん 堤　茉央堤　茉央さんさん 下坂　尚也下坂　尚也さんさん

地域の活性化に
向けた計画 オリーブの定植オリーブの定植

（敬称略）

訓練のようす訓練のようす 入団式のようす入団式のようす

辞令の交付辞令の交付

操縦訓練のようす操縦訓練のようす

教習所で操縦訓練を実施
消防車・救急車の運転技術を向上

市内のウエイトリフティング選手
全国の舞台で大活躍！

市民活動団体「大師山ボランティアサークル」が
第９回おうみ社会貢献賞を受賞！

高島市消防団
入団式を行いました
高島市消防団
入団式を行いました

「やまの健康」宣言・南深清水
『未来（あした）の私に出会う場所　ワク湧くきらり深清水』

消防庁長官から表彰されました！
高島市消防団　副団長　八木 高夫さん
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　教育委員会 information

安全安心

問 環境政策課	 （２５）８１２３
　 環境センター	 （２４）００３１

交通事故発生状況交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和３年４月末現在）

火災・救急・救助件数火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和３年４月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 36 件 ＋ 22 件
死 者 数 １人 ＋ 1 人
傷 者 数 56 人 ＋ 35 人

発生場所 件　数
マ キ ノ 3 件
今 津 9 件
朽 木 2 件
安 曇 川 9 件
高 島 5 件
新 旭 8 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ０件 ０件
車 両 ０件 ０件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ３件 8 件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 14 件 48 件
一般負傷 28 件 135 件
急 病 142 件 588 件
そ の 他 36 件 105 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 0 件 0 件
交通事故 2 件 4 件
水難事故 0 件 0 件
そ の 他 0 件 5 件

４月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.061μSv/h 0.064μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.038μSv/h 0.036μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.059μSv/h 0.058μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.048μSv/h 0.050μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.059μSv/h 0.068μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）
0.069μSv/h 0.053μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の
値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問 

学
事
施
設
課　

（
２
５
）
８
５
６
３

教
育
委
員
会
広
報

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
を
整
備
し

ま
し
た
！

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

で
の
学
び
方
改
革
！

校
内
だ
け
で
な
く
、
校
外
の
さ
ま
ざ

校
内
だ
け
で
な
く
、
校
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
活
動
に
お
い
て
も
、
イ
ン

ま
な
教
育
活
動
に
お
い
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
と
な
る
よ

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
通
信
方

う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
じ
通
信
方

法（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）を
採
用
し
て
い
ま
す
。

法（
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）を
採
用
し
て
い
ま
す
。

教
師
が
課
題
を
配
付
し
た
り
、
子
ど

教
師
が
課
題
を
配
付
し
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
解
答
を
提
出
・
共
有
し
た
り

も
た
ち
が
解
答
を
提
出
・
共
有
し
た
り

で
き
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
協
働
的
な

で
き
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
協
働
的
な

学
び
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

学
び
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
学
校
と
の
交
流
や
、
さ

ま
た
、
他
の
学
校
と
の
交
流
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
専

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
専

門
家
、
海
外
の
人
た
ち
と
意
見
交
換
を

門
家
、
海
外
の
人
た
ち
と
意
見
交
換
を

積
極
的
に
行
い
、
社
会
と
つ
な
が
る
学

積
極
的
に
行
い
、
社
会
と
つ
な
が
る
学

び
を
推
進
し
ま
す
。

び
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
同
士
の

子
ど
も
た
ち
同
士
の

学
び
合
い
活
動
の

学
び
合
い
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

充
実
を
図
り
ま
す
。

タブレットを使った授業のようすタブレットを使った授業のようす

小
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
や

小
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
や

特
別
教
室
に
設
置
し
て
い
る
大
型
テ
レ

特
別
教
室
に
設
置
し
て
い
る
大
型
テ
レ

ビ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
一
人
一
台
の

ビ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
効
果
的
に
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
効
果
的
に
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
最
適
な

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
最
適
な

学
び
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

学
び
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
…

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
…

タブレット型端末タブレット型端末

大型テレビ大型テレビ

ＩＣＴをＩＣＴを

活用した活用した

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託して焼却処分し
ています。ごみの量に応じてごみ処理費用を負担すること
になりますので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
令和２年４月分 1,162t
令和３年４月分 1,137t（前年比 25t 減）

オ
シ
ャ
レ
で
エ
コ
な
マ
イ
ボ
ト
ル

オ
シ
ャ
レ
で
エ
コ
な
マ
イ
ボ
ト
ル

マ
イ
ボ
ト
ル
は
、洗
う
こ
と
で
何
度
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

環
境
の
面
か
ら
も
お
す
す
め
で
き
る
グ
ッ
ズ
で
す
。

皆
さ
ん
は
マ
イ
ボ
ト
ル
を
お
持
ち
で
す
か
？

年
間
の
飲
料
代
は
外
で
購
入
す
る

よ
り
ず
っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
。

飲
み
ご
ろ
の
温
度
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
ボ
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
原
材
料
の

使
用
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

飲料代の
節約

高い
機能性

環境に
優しい

３つのメリット
環
境
に
や
さ
し
く
、
オ
シ
ャ
レ
な

も
の
も
多
い
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

使
っ
て
み
る
ヤ
ン
！

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。
コ
ロ

ナ
対
策
に
忙
殺
さ
れ
る
日
々
が
続
く

中
で
気
が
付
け
ば
今
年
も
６
月
か
ら

の
出
水
期
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

私
自
身
、
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
か
ら
、
平
成
25
年
の
台
風

18
号
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
へ
の
対
応
を
経
験
し
、
災
害
が

発
生
す
る
都
度
、
全
体
の
被
害
状
況

を
把
握
し
、
そ
の
う
え
で
現
場
確
認

を
行
い
、
復
旧
対
応
等
の
優
先
順
位

を
検
証
し
な
が
ら
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
し
な
が
ら
常

に
防
災
対
策
の
見
直
し
な
ど
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
昨
年
度
に
は
、
市
内
に

60
か
所
あ
る
広
域
避
難
所
ご
と
に
当

該
避
難
所
指
定
職
員
を
一
人
ず
つ
責

任
者
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
が
、
頻

発
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
災
害

時
の
職
員
参
集
体
制
を
見
直
し
、
今

年
の
６
月
１
日
か
ら
指
定
職
員
を
含

め
、
複
数
の
職
員
で
対
応
す
る
体
制

と
し
て
、
避
難
所
の
早
期
開
設
や
適

切
な
運
営
に
向
け
た
体
制
を
充
実
さ

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
毎
年
、
台
風

な
ど
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
る
中
で
、
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
市
が
発

表
し
て
い
ま
し
た
避
難
情
報
に
つ
い

て
、「
避
難
勧
告
」
と
い
う
表
現
を
廃

止
し
、「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
す
る

こ
と
な
ど
の
見
直
し
も
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
早

期
に
広
域
避
難
所
を
開
設
し
、
積
極

的
に
自
主
避
難
を
勧
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
改
正
内
容
等
に
つ
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
災
害
発
生
の

危
険
性
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
畿
地
方
は
観
測
史
上
最
も
早
い

梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
お
住
ま
い
の
地
域
を
今

一
度
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
、
共

に
有
事
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

早
め
の
梅
雨
に
備
え
て
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問 地域包括支援課
（地域包括支援センター）

（２５）８１５０
（２５）８０５４

んさ皆は役主

11
22

33 む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
は
、
３
歳
ま
で
で
決
ま
り
ま
す
。
少
し
驚
き

ま
せ
ん
か
？
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
お
口
の
中
に
は
、
実
は
む
し

歯
菌
は
い
ま
せ
ん
。
成
長
す
る
中
で
、
家
族
や
身
近
な
大
人
か
ら
感
染

し
て
し
ま
い
ま
す
。

６
月
４
日 

金
〜
10
日 

木
は『
む
し
歯
予
防
週
間
』！

親
や
周
り
の
大
人
か
ら
子
ど
も

へ
の
口
移
し
は
、
菌
が
移
り
、

虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
の
で
、

噛
み
与
え
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

噛
み
与
え
は
や
め
ま
し
ょ
う

むし歯予防のための３つのポイントむし歯予防のための３つのポイント

取
り
箸
を
使
い
ま
し
ょ
う

家
で
は
自
分
の
お
箸
や
ス
プ
ー

ン
を
決
め
、
お
鍋
な
ど
み
ん
な

で
食
べ
る
食
事
は
、
取
り
箸
を

使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う

家
族
全
員
が
定
期
的
に
歯
科
医

院
で
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
、
お
口
の
中
の
菌
の
数
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

６月４日は『むし歯の日』
この機会にお口の健康について家族で話し合ってみてください。

今
日
か
ら
始
め
る
む
し
歯
予
防

高島産の食材を
味わう

『食育』の
国
で
は
、
６
月
を
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、「
高
島
市
食
育
推
進
計
画
（
第
３
次
）」

を
策
定
し
、『
食
育
』
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「食育月間」をきっかけに
できることから取り組んでみましょう！

６
月
は
食
育
月
間

▼日時
　６月18 日 金
　① 10 時〜 11 時 30 分
　② 13 時 30 分〜 15 時 30 分
▼場所
　①安曇川保健センター
　②高島市民病院
▼対象
　16 歳から 69 歳の方
　（初めての方は 64 歳まで）

※服薬中、妊娠中の方など献血を
ご遠慮していただくことがあり
ます。詳しくは市のホームペー
ジをご覧ください。

全血献血を全血献血を

実施します実施します

薄味を心がける

食事のバランスを
整える

朝ごはんを食べる

あなたの周りに高島市に移住・定住を

考えておられる方はいませんか？

この表紙が目印！

こころが… 体が… 普段の行動が…

□イライラする □うまく眠れない □服装に気を使えなくなった

□訳もなく悲しい □頭痛や肩こりがある □外出したくなくなってきた

□不安感がある □胃腸の調子が良くない □食欲がない・食べ過ぎる
　  ・飲みすぎる

□やる気が起きない □食欲が落ちた □好きなものに興味がわかない

介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
ま
し
ょ
う

介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
ま
し
ょ
う

若者の移住や定住の促進に取り組んでいます！

LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま

問 市民協働課
　 （２５）８５２６

介
護
を
一
生
懸
命
し
て
い
る
と
気
付
か
な
い
う
ち
に
介
護
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
も
疲
れ
て
し
ま
う
と
「
介
護
う
つ
」

を
発
症
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。自
身
の
体
の
変
化
に
気
付
き
、

介
護
を
抱
え
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
ケ
ア
な
ど
を
学
ぶ
た

め
の
学
習
会
で
、
こ
れ
ま
で
家
族

を
介
護
し
て
き
た
方
が
、
自
身
の

体
験
を
踏
ま
え
て
介
護
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

お知り合いの方で、Ｕターンを検討されているご家族の方や、移住を検
討されている方などがおられましたら、定住相談窓口をご利用ください。

専門の相談員である移住・定住コンシェル
ジュが住まいや仕事の相談
をはじめ、暮らしの相談な
ど移住に関する各種相談を
受け付けています。

定住相談窓口 空き家紹介システムの運用

移住専用のホームページ

「高島で暮らそう。」
移住検討者向け小冊子の配布

移住者向けに市内の空き家を紹介していま
す。子育て世代や田
舎暮らしを始めたい
方などにおすすめの
空き家も登録してい
ます。

ホームページでは、空き家物件やイベント
などさまざまな移住に関する情報を掲載して
います。

定住相談窓口や市内の公共施設、
観光施設等では、移住を検討してい
る方向けの小冊子を配布していま
す。この小冊子はホームページから
もご覧いただけます。

当てはまるものが多いほど、こころの病気になっている可能性があります。
( 出典｜認知症介護をする人のメンタルヘルスケア　小野寺　敦志 )

▼日時　６月17日 木　13 時～ 16 時
▼場所　高島総合健康福祉センター
▼内容　認知症の理解とケア
　　　　講師：認知症介護指導者  高田 栄亮氏
問・ 　高島市社会福祉協議会
　　　　 （３６）８２２２
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６月の「あいあいの会」

このような症状はありませんか？

右の二次元コードから
ご覧いただけます。
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問 健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　 　 （２５）５６７８

kenko@city.takashima.lg.jp


